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内容要旨 

【目的】歯質においてエナメル象牙境は，エナメル質および象牙質が接合

している部位であり，エナメル象牙境の強度を検討することは，歯科材料

を評価する上で必要不可欠な情報になると思われる．そこで今回，エナメ

ル象牙境部において小型試験片による引張試験を行い，異方性が引張強さ

に与える影響について検討した． 

【方法】破折および齲蝕のない人歯大臼歯を使用した．引張方向がエナメ

ル象牙境に対して平行および垂直である２条件とした．従来の引張試験方

法を応用し，小型ダンベル型試験片を作製し，口腔内をシミュレートし，

37℃に温度制御された水中にて引張試験を行った．さらに，走査型電子顕

微鏡により，破断面を観察した． 

【結果】引張方向がエナメル象牙境部に対して垂直な場合が平行な場合に

比較して，有意に高い値を示した．すなわちエナメル象牙境部における引

張強さの異方性が認められた．また，電子顕微鏡による破断面の観察にお

いて，発生したクラックは，エナメル象牙境部において止まることが明ら

かとなった． 

【考察】エナメル象牙境部は，象牙質と同様に歯軸方向よりも水平方向に

おいて強度が低いことが確認された．さらに，エナメル象牙境部は，複雑

な破壊様式を有することが示唆された．   

 


